
　

第
８
回
定
時
総
会
に
続
い
て
、第
71
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
は
、秋
田
会
長
よ
り
「
今
年

度
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
が
個
人
タ
ク

シ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
に
な
り
ま
す
。全

個
協
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

動
画
を
配
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
繰
り
返
し
見
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
詳
細
が
分
か

り
次
第
、追
加
の
説
明

動
画
を
作
製
す
る
予

定
で
す
」と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（令和3年6月1日現在） 

許可事業者数  11,019名（前月比 −29名）
（特別区、武三10,630名  北多摩147名  南多摩242名）

傘下事業者数  10,650名（前月比 −31名）
（特別区、武三10,265名  北多摩144名  南多摩241名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

第
71
回
　
理
事
会
の
焦
点

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

理
解
を

和
２
年
度
の
数
値

を
見
る
と
、
下
限

（
必
要
車
両
数
）が

２
３
、８
６
３
両

（
タ
ク
シ
ー
特
措

法
が
施
行
さ
れ
た

平
成
21
年
10
月
１
日
時
点
の
３
２
、２
６
３
両

と
比
較
す
る
と
減
少
率
74
・
０
％
）で
、令
和
元

年
度
末
の
法
人
実
在
車
両
数
が
２
８
、１
４
３

両
で
あ
る
こ
と
か
ら
、増
加
可
能
車
両
数
が
マ

イ
ナ
ス
４
、２
８
０
両
と
算
出
さ
れ
る
た
め
、こ

れ
に
伴
い
個
人
タ
ク
シ
ー
の
新
規
許
可
数
も
生

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
数
値
を
個
人
タ
ク
シ
ー
に
当
て
は

め
て
試
算
し
ま
す
と
、
特
措
法
施
行
時
の

１
７
、０
９
１
両
に
減
少
率
74
・
０
％
を
掛
け
る

と
必
要
車
両
数
が
１
２
、６
４
１
両
と
な
り
、令

和
元
年
度
末
個
人
実
在
車
両
数
１
１
、４
１
０

両
は
、１
、２
３
１
両
減
り
過
ぎ
て
い
る
と
い
う

計
算
に
な
り
ま
す
。適
正
車
両
数
の
算
定
に
は

法
人
車
両
数
し
か
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

実
態
で
す
。個
人
タ
ク
シ
ー
が
非
常
に
減
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、あ
ら
た
め
て
国
交
省
へ

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
審
議
で
は
、 

議
案
は
全

て
全
員
賛
成
に
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、秋
田
会
長
よ

り
次
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、第
８
回
定
時
総
会
に
ご
参

集
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨

日
で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

利
用
客
の
人
出
が
少
な
い
状
態
で
あ
り
、事
業

者
の
皆
さ
ん
は
毎
日
の
営
業
に
非
常
に
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。昨
年
は
持
続
化
給

付
金
、今
年
に
入
り
一
時
支
援
金
、月
次
支
援

金
、そ
し
て
東
京
都
か
ら
も
上
乗
せ
の
形
で
月

次
支
援
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。で
き
る
だ
け
支
援
金
の
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
、皆
さ
ん
の
生
活
が
少
し
で
も
楽
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
に
は
、個
タ
ク
議
連
を
通
し
て

要
望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、前
向
き

な
返
答
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。毎
年
、準
特

定
地
域
に
お
け
る
適
正
車
両
数
（
需
給
状
況
の

判
断
結
果
）が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ

は
法
人
タ
ク
シ
ー
車
両
数
の
み
を
対
象
に
算
定

さ
れ
て
い
ま
す
。東
京
特
別
区
武
三
地
区
の
令

場
　
　
所

個
人
タ
ク
シ
ー
会
館
１
階
会
議
室

場
　
　
所

個
人
タ
ク
シ
ー
会
館
１
階
会
議
室

開
催
日
時

６
月
21
日（
月
）  

午
後
３
時

開
催
日
時

６
月
21
日（
月
）  

午
後
２
時

決
議
事
項

①
専
務
理
事
選
定
の
件

②
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東

支
部
代
議
員
一
部
変
更
の
件

新
し
く
専
務
理
事
と
な
っ
た

大
森 

勝
氏

個
タ
ク
の
減
少
を
訴
え
て
い
く

第
８
回 

定
時
総
会

決
議
事
項

①
令
和
２
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

②
理
事
２
名
選
任
の
件
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が
９
４
６
両
で
し
た
が
、令
和
２
年
度
末
の

個
人
タ
ク
シ
ー
は
１
０
、６
９
５
両
で
（
法
人

タ
ク
シ
ー
の
39
・
０
％
）１
６
、７
４
２
両
の
差

が
つ
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
１
日
の
タ
ク
シ
ー
特
措
法

施
行
以
降
で
は
、法
人
タ
ク
シ
ー
の
車
両
数

は
15
・
０
％
の
減
少
し
か
な
い
状
況
で
す
が
、

個
人
タ
ク
シ
ー
は
年
平
均
６
０
０
名
近
く
の

方
々
が
廃
止
等
に
よ
り
減
少
し
続
け
37
・
４
％

も
減
少
し
て
お
り
、こ
の
ま
ま
で
は
15
年
後

に
は
消
滅
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
最
悪
な
状
況
を
迎
え
る
前
に
、

個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
の
存
亡
を
掛
け
、例
え

ば
、一
定
数
以
上
の
事
業
者
数
が
減
少
し
た

場
合
に
は
、そ
の
減
少
分
を
補
充
す
る
等
の

措
置
を
講
じ
て
頂
け
る
よ
う
行
政
に
要
請
し

て
い
た
と
こ
ろ
、平
成
29
年
４
月
12
日
に
開

催
さ
れ
た
自
民
党
の
「
個
人
タ
ク
シ
ー
を
応

援
す
る
議
員
連
盟
」の
第
３
回
総
会
で
の
自

動
車
局
長
挨
拶
の
中
で
、「
２
０
１
１
年
か
ら

２
０
１
５
年
ま
で
全
国
の
個
人
タ
ク
シ
ー
の

減
少
率
は
17
・
２
％
。同
じ
期
間
の
法
人
タ
ク

シ
ー
の
減
少
率
は
11
・
５
％
で
、タ
ク
シ
ー
の

数
を
減
ら
す
こ
と
へ
の
貢
献
は
法
人
に
比
べ

て
明
ら
か
に
あ
る
」と
し
た
上
で
「
ど
う
い
っ

た
形
で
個
人
タ
ク
シ
ー
の
新
規
許
可
が
で
き

る
か
真
剣
に
検
討
し
た
い
。高
齢
化
を
止
め

て
若
い
血
を
入
れ
る
こ
と
に
使
っ
て
頂
け
る

な
ら
あ
り
得
る
。法
人
業
界
と
の
調
整
や
特

措
法
の
趣
旨
と
い
っ
た
点
で
も
今
後
相
談
し
、

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
31
日
開
催
の
自
民
党
の

「
個
人
タ
ク
シ
ー
を
応
援
す
る
議
員
連
盟
」の

第
11
回
総
会
で
も
個
人
タ
ク
シ
ー
の
減
少
や

法
人
・
個
人
の
適
正
な
割
合
に
つ
い
て
言
及
が

あ
り
、行
政
側
か
ら
も
「
個
人
タ
ク
シ
ー
を
ど

う
し
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
。社
会
情
勢

も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
」と
の
見
解
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、依
然
と
し
て
新
規
許
可
の
復
活

あ
る
い
は
一
定
枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、具

体
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
検
討
の

俎
上
に
す
ら
上
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
の
将
来
を
少
し
で
も

明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
、当
方
か
ら
も
具

体
案
を
示
し
、早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
は
、タ
ク
シ
ー
特
措
法
の

施
行
等
に
よ
り
規
制
の
強
化
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
影
響
さ
れ
、規
制
緩
和
が
始
ま
っ
た

平
成
14
年
２
月
１
日
現
在
の
１
９
、２
５
５
人

か
ら
令
和
３
年
４
月
末
に
は
１
１
、０
４
８
人

と
８
、２
０
７
人
も
減
少
（
減
少
率
42
・
６
％
）

し
て
お
り
ま
す
。

　

全
事
業
者
数
で
見
る
と
、こ
の
１
年
で
は

６
４
３
人
の
減
少
と
な
り
、１
万
人
を
割
り

込
む
こ
と
が
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、正
し
く

危
機
的
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
度
末
の
個
人
タ
ク
シ
ー
ピ
ー
ク

時
に
は
１
９
、９
６
０
両
あ
り
（
法
人
タ
ク

シ
ー
の
95
・
５
％
）、法
人
タ
ク
シ
ー
と
の
差

　　　　　　　科     目 当年度     前年度     増　減    
Ⅰ　一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部
  （１）経常収益
   受取登録料 320,000 327,000 △ 7,000
   受取会費 228,555,900 253,762,300 △ 25,206,400
    会員受取会費 126,589,250 133,932,700 △ 7,343,450
    上部団体受取会費 101,966,650 119,829,600 △ 17,862,950
   事業収益 5,152,800 5,811,600 △ 658,800
    研修事業収益 4,294,000 4,843,000 △ 549,000
    代行事業収益 858,800 968,600 △ 109,800
   雑収益 1,960,876 1,240,519 720,357
    受取利息 2,016 2,008 8
    雑収益 1,958,860 1,238,511 720,349
   経常収益計 235,989,576 261,141,419 △ 25,151,843
  （2）経常費用
    役員報酬 7,606,620 10,181,010 △ 2,574,390
    給料手当 52,771,670 50,150,550 2,621,120
    役員退職給付費用 840,000 833,000 7,000
    退職給付費用 3,051,000 2,708,000 343,000
    法定福利費 9,034,949 9,549,750 △ 514,801
    福利厚生費 365,613 460,006 △ 94,393
    会議費 1,301,795 5,785,920 △ 4,484,125
    旅費交通費 9,274,440 14,816,170 △ 5,541,730
    通信運搬費 2,662,292 2,989,678 △ 327,386
    減価償却費 4,684,107 4,681,010 3,097
    報奨費 1,000,000 700,000 300,000
    什器備品費 52,800 91,673 △ 38,873
    消耗品費 663,234 1,061,843 △ 398,609
    会場費 504,000 2,961,902 △ 2,457,902
    委託費 3,797,530 3,779,534 17,996
    修繕費 55,000 0 55,000
    印刷製本費 11,167,575 12,216,710 △ 1,049,135
    賃借料 8,515,872 8,464,256 51,616
    清掃費 190,231 196,020 △ 5,789
    光熱水料費 491,000 485,517 5,483
    リース料 626,508 626,364 144
    ソフト費 736,824 1,062,745 △ 325,921
    表彰費 1,166,889 1,078,189 88,700
    共済給付金 7,400,000 8,500,000 △ 1,100,000
    花環代 1,110,000 1,275,000 △ 165,000
    対外活動費 26,968 143,072 △ 116,104
    広告宣伝費 704,000 1,646,800 △ 942,800
    新聞図書費 289,997 339,177 △ 49,180
    諸負担金 342,100 478,600 △ 136,500
    顧問料 550,000 544,200 5,800
    慶弔費 50,000 21,600 28,400
    交通援助賛助金 200,000 200,000 0
    租税公課 32,850 0 32,850
    上部団体会費 101,966,650 119,829,600 △ 17,862,950
    雑費 95,574 100,364 △ 4,790
   経常費用計 233,328,088 267,958,260 △ 34,630,172
  当期経常増減額 2,661,488 △ 6,816,841 9,478,329
 ２．経常外増減の部
  （１）経常外収益
   経常外収益計 0 0 0
  （２）経常外費用
   固定資産除却損 1 0 1
   経常外費用計 1 0 1
  当期経常外増減額 △ 1 0 △ 1
  税引前当期一般正味財産増減額 2,661,487 △ 6,816,841 9,478,328
  法人税等 70,308 70,306 2
  当期一般正味財産増減額 2,591,179 △ 6,887,147 9,478,326
  一般正味財産期首残高 29,273,523 36,160,670 △ 6,887,147
  一般正味財産期末残高 31,864,702 29,273,523 2,591,179
Ⅱ　指定正味財産増減の部
  当期指定正味財産増減額 0 0 0
  指定正味財産期首残高 0 0 0
  指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 31,864,702 29,273,523 2,591,179

正味財産増減計算書 令和2年5月1日から令和3年4月30日まで （単位：円） 令
和
２
年
度
事
業
報
告
（
一
部
抜
粋
）

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報令和3年7月号 第564号　⑵



令
和
３
年
６
月
１
日
付
け
期
限
更
新

許
可
期
限
１
年
連
続
者
に
つ
い
て

安
全
第
一
、法
令
順
守
の
営
業
を

　

令
和
３
年
６
月
１
日
付
け
期
限
更
新
の
内
容
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
更
新
者
は
１
５
０
５
名
で
、更
新
後
の
許
可
期
限

の
内
訳
は
５
年
２
１
０
名
、３
年
５
０
４
名
、２
年
96
名
、１
年

６
０
３
名
、定
年
を
迎
え
る
最
終
更
新
17
名
、補
正
事
項
あ

り
及
び
前
回
更
新
時

に
お
け
る
違
反
未
報

告
等
に
よ
る
処
分
保

留
75
名
で
し
た
。

　

ま
た
、２
６
１
名
が

道
交
法
違
反
等
に
よ

り
特
別
研
修
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
１
年
を
５
回

連
続
す
る
と
「
許
可

等
に
付
さ
れ
た
期
限
の

更
新
申
請
の
審
査
及

び
取
扱
基
準
」に
よ
り

期
限
更
新
を
認
め
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

４
回
連
続
の
６
名
、３

回
連
続
の
13
名
に
対
し

て
は
当
協
会
会
長
名

で
警
告
書
を
送
付
し
、

安
全
運
転
へ
の
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
の
安
全
運

転
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

令和３年 春の叙勲褒章

志村昌彦さん、黄綬褒章を受章

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

令和3年4月 1 0 0 1 

　

こ
れ
ま
で
無

事
故
無
違
反

で
来
ら
れ
た
の

も
「
自
分
は
運

が
良
か
っ
た
だ

け
」だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。た

だ
、「
お
客
様
の

命
を
預
か
っ
て

い
る
」と
い
う

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、停
止
線
で
必
ず
止
ま
る

こ
と
と
、運
転
中
は
よ
く
周
囲
を
確
認
し
て
、

危
な
い
動
き
を
し
そ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
減

速
す
る
、と
い
う
基
本
的
な
事
を
守
っ
て
き

ま
し
た
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
て
25
年
。一

言
で
振
り
返
る
に
は
難
し
い
で
す
が
、人
と
の

つ
な
が
り
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。大
病
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を

い
た
だ
け
た
の
も
、今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
や
支
部
の
皆
さ
ん
、役
員
の
方
々
が
尽
力

し
て
く
だ
さ
っ

た
か
ら
で
す
。

大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

春
の
褒
章
受
章
者
が
４
月
29
日
付
で
発
表

さ
れ
、東
個
協
文
京
第
一
支
部
の
志
村
昌
彦
さ

ん
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。黄
綬
褒

章
は
、多
年
に
わ
た
り
事
業
用
自
動
車
の
運
転

者
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、他
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
事
績
を
有
す
る
方
を
対
象
と
す
る

も
の
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
の
た
め
、国
土
交
通
省
に
お
け
る
伝
達

式
は
中
止
と
な
り
、そ
の
後
の
宮
中
に
て
行
わ

れ
る
天
皇
陛
下
へ
の
拝
謁
も
見
送
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、国
土
交
通
省
を
通
じ
て
褒
章

及
び
章
記
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、晴
れ
の
受
章
を
果
た
し
た
志
村
さ

ん
の
喜
び
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

東
個
協
・
文
京
第
一
支
部

志
村 

昌
彦 

さ
ん
（
64
歳
）

　

24
歳
の
頃
、「
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
１
年

や
っ
て
み
る
か
」と

軽
い
気
持
ち
で
タ
ク

シ
ー
運
転
者
に
な
り

ま
し
た
が
、そ
こ
で
出
会
っ
た
方
々
に
本
当
に

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、ず
る
ず
る
と
そ
の
ま

ま
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
個
人

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
の
も
、先
輩
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
紹
介
で
出
来
た
道
を
そ
の
ま

ま
歩
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

訃
報

＊
５
月

氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

日
毛  

進
一	

（
東
個
協
・
大
田
第
一
）	

71	

心
不
全

田
中  

國
雄	

（
東
個
協
・
葛
飾
第
一
）	

72	

肺
癌

栗
田  

八
郎	

（
東
個
協
・
北
第
二
）	

71	

肺
癌

飯
嶌  

二
也	

（
東
個
協
・
品
川
第
二
）	

57	

不
明

津
野  

照
幸	

（
東
個
協
・
武
三
）	

84	

心
不
全

北
嶋  

春
夫	

（
都
営
協
・
東
京
旅
客
）	

71	

糖
尿
病

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

受
章
者
の

声

定時総会で賞状と
記念品の授与を
受ける志村氏

期限更新者の内訳	 （人）

更新者数
更新後の許可期限（内訳）

５年 ３年 ２年 １年 定年（最終更新）

1.430 210
（14.7％）

504
（35.2％）

96
（6.7％）

603
（42.2％）

17
（1.2％）

※年齢の理由のみで３年、２年、１年となった者を含む。
※その他、要補正等による保留者75名あり。

許可期限１年連続者（特別研修対象者）	 （人）

初回 ２回連続 ３回連続 ４回連続 5回連続 合計

200 42 13 6 0 261
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● 

女
優
を
目
指
し
て
上
京

　

短
大
を
卒
業

し
、
地
元
の
会

社
に
就
職
を
し

ま
し
た
が
、
子

ど
も
の
頃
の
声

優
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
会

社
を
辞
め
て
声
優
の
専
門
学
校
へ
。
そ
こ
で
声
優
の
勉
強
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
卒
業
公
演
で
演
じ
た
舞
台
の
面
白
さ

に
は
ま
っ
て
女
優
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
劇
団
の
養
成
所

に
入
る
た
め
上
京
を
し
ま
し
た
。

　

劇
団
で
は
14
年
間
女
優
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
は
お
金
に
な
ら
な
い
の
で
、
居
酒
屋
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
、
六
本
木
に
あ
る
夜
の
お
店
の
送
迎
ド
ラ
イ

バ
ー
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
し
た
。
19
歳
で
免
許
を
と
っ
て

か
ら
、
ず
っ
と
車
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
車
持
ち

込
み
で
の
仕
事
で
し
た
。
お
店
か
ら
の
送
迎
の
際
の
経
路
を

考
え
た
り
、
人
を
乗
せ
て
走
っ
た
り
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や

運
転
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
等
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
や
先

輩
か
ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
仕
事
と
し
て
車
に

乗
る
こ
と
を
学
ん
だ
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

 

● 

上
手
く
行
か
な
い
営
業
・
・
・

　 

借
金
は
３
０
０
万
円
を
超
え
て

　

頑
張
っ
て
き
た
女
優
業
で
し
た
が
、
役
者
と
し
て
の
限
界

を
感
じ
、
徐
々
に
情
熱
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考
え
、
知
人
に
紹
介
さ
れ
て
始
め
た
の

が
、
完
全
歩
合
制
の
営
業
の
仕
事
で
す
。
契
約
を
一
つ
取
れ

ば
50
万
円
と
い
う
大
き
な
額
で
し
た
が
、
初
め
て
の
営
業
は

そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
半
年
間

一
つ
も
契
約
が
取
れ
ず
に
給
料
は
ゼ
ロ
と
い
う
日
々
で
、
毎

日
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
か
ら
、
別
の
日
払
い
の
仕
事
を
し

て
晩
御
飯
代
と
次
の
日
の
営
業
の
交
通
費
や
喫
茶
店
代
を
捻

出
す
る
、
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
水
道

を
止
め
ら
れ
て
、
早
め
に
出
社
し
て
会
社
の
ト
イ
レ
で
髪
を

洗
っ
た
り
、
東
陽
町
か
ら
南
行
徳
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
借
り
て
い
た
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
も

払
え
な
く
な
り
、
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
こ

の
時
期
に
借
金
を
３
０
０
万
円
近
く
作
っ
て
し
ま
い
、
今
思

い
出
し
て
も
、
一
番
苦
し
い
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

● 

大
好
き
な
車
と
仕
事

　

37
歳
に
な
っ
た
頃
の
私
は
、
芝
居
も
ダ
メ
、
会
社
勤
め
も

ダ
メ
、
何
を
や
っ
て
も
上
手
く
い
か
ず
、
ど
ん
底
を
見
た
時

期
で
も
あ
り
、
自
分
は
死
ぬ
気
で
頑
張
っ
て
い
る
の
か
？
と

自
問
自
答
を
繰
り
返
す
日
々
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
仕
事
先

の
関
係
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の
方
と
知
り
合
い
、
お
話
を

聞
い
て
い
る
う
ち
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
笑
っ
て
死
ね
な
い
。

私
は
ま
だ
や
れ
る
。
ど
う
せ
な
ら
死
ぬ
気
で
全
力
で
生
き
よ

う
」
と
、
営
業
の
仕
事
を
辞
め
て
タ
ク
シ
ー
業
界
に
飛
び
込
み

ま
し
た
。
無
線
も
チ
ケ
ッ
ト
も
無
い
小
さ
な
会
社
で
し
た
が
、

元
々
車
が
大
好
き
で
し
た
し
、
お
客
様
を
乗
せ
て
走
る
こ
と

は
や
り
が
い
も

あ
っ
て
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
借
金
も

が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て
３
年
で
返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
東
京
四
社
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
移
り
、
や

は
り
タ
ク
シ
ー
を
続
け
る
な
ら
と
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
な
っ
て
４
年
目
。
ま
だ

ま
だ
個
人
と
し
て
は
駆
け
出
し
の
レ
ベ
ル
で
す
が
、
支
部
長

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、
昨
年
か
ら
交
通
部
長
と
副

支
部
長
を
兼
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
未
熟
で
す
し

至
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り

で
す
が
、
ず
っ
と
人
の
上
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
苦
手
で
避

け
て
き
た
人
生
の
中
で
、
い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
自
分
で
は
い

け
な
い
、
自
分
は
変
わ
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
な
っ
た
こ
と
で
い
た
だ
い
た
、
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

場
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
借
金
で
苦
し
ん
で
い
た

時
に
手
放
し
て
し
ま
っ
た
車
を
、
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
っ
て

か
ら
、
よ
う
や
く
再
び
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
休
日
に
は
愛
車
に
乗
っ
て
サ
ー
キ
ッ
ト
に
行
き
、
ド
リ

フ
ト
の
練
習
を
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
、
そ
ん
な
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

20歳の頃、初めての自分の車と記念撮影

女優時代の宣材写真

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
千
差
万
別
。

そ
れ
ぞ
れ
の
き
っ
か
け
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

個
タ
ク
と
私 

●
●
●
●
●

 

も
の
が
た
り

杉 

友
希
江 

さ
ん

（
す
ぎ 

ゆ
き
え
）

東
個
協
・
豊
島
支
部

　昭
和
45
年
生

好
き
な
言
葉
は

「
頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
ご
と
」

［プロフィール］
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